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「
別
れ
が
あ
る
か
ら
人
の
世
は
美
し
く
、
出
会
い
が
あ

る
か
ら
人
の
世
は
素
晴
ら
し
い
」

と
向
山
洋
一
氏
は
い
う
。

今
年
も
別
れ
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
。

卒
業
式
で
の
「
呼
び
か
け
」
と
卒
業
生
へ
の
「
贈
る
言

葉
」
を
特
集
す
る
。

な
ん
と
、
嬉
し
い
こ
と
に
今
月
は
特
典
音
声
と
特
典

映
像
の
２
本
立
て
で
あ
る
。

⑴
特
典
音
声　

向
山
洋
一
「
呼
び
か
け
・
卒
業

　
式
練
習
」
雪
谷
小
５・６
年
（
58
分
）

⑵
特
典
映
像　

向
山
洋
一
「
教
え
方
教
室
」

　

新
潟
会
場
（
８
分
）

　

ま
た
、
本
冊
子
に
は
、

⑴
「
卒
業
式
呼
び
か
け
」
大
森
第
四
小

　

  （
一
代
目
）1972.3

⑵
「
卒
業
式
呼
び
か
け
」
大
森
第
四
小

　

  （
二
代
目
）1975.3

⑶
「
卒
業
式
呼
び
か
け
」
池
雪
小1997.3 　

お
よ
び

⑷  

向
山
洋
一
「
別
離
の
唄
」
大
森
大
四
小

　

  （
一
代
目
）1972.3.25 

⑸
「
卒
業
ア
ル
バ
ム
文
集
」
大
森
第
四
小

　

  （
一
代
目
）1972.3

⑹
「
卒
業
文
集
」
大
森
大
四
小

　

  （
二
代
目
）1975.3

⑺
「
卒
業
文
集
」
調
布
大
塚
小

　

  （
三
代
目
）1977.3

⑻  

向
山
洋
一
「
学
級
通
信
エ
ト
セ
ト
ラ
」

　

  

調
布
大
塚
小
（
三
代
目
）1977.3

⑼  

向
山
洋
一
「
学
級
通
信
ス
ナ
イ
パ
ー
」

　

  

調
布
大
塚
小
（
四
代
目
）1979.3

⑽
「
卒
業
文
集
」
雪
谷
小

　

  （
六
代
目
）1988.3

⑾
「
卒
業
文
集
」
多
摩
川
小

　

  （
九
代
目
）2000.3

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

解
説
は
、
手
塚
美
和
氏
で
あ
る
。

本
資
料
に
つ
い
て

向
山
洋
一
氏
は
、
次
世
代
を
担

う
若
い
先
生
方
の
た
め
に
、
20
万

点
を
を
超
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
実
物

資
料
を
残
し
た
。
こ
れ
ら
の
一
部

を
、
メ
ル
マ
ガ
「
谷
和
樹
の
教
育

新
宝
島
」
の
特
典
資
料
と
し
て
、

会
員
限
定
で
公
開
す
る
。

●
向
山
洋
一
の
教
育
資
料
を
解
説 

　

付
き
Ｐ
Ｄ
Ｆ
冊
子
に
し
て
毎
月 

　
一
回
配
信
（
30
ペ
ー
ジ
前
後
）　

●
向
山
洋
一
の
未
公
開
映
像
・
音 

　

声
を
年
６
回
以
上
配
信（
不
定
）

特
典
映
像
は
こ
ち
ら

https://vim
eo.com

/914946325/efb65ec1a6

特
典
音
声
は
こ
ち
ら

https://vim
eo.com

/914971404/35e1aeb09b
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AR.

　
｜
　
贈
る
言
葉/

呼
び
か
け

●向山学級一代目卒業生　1972 年 3 月
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●
「
卒
業
式
呼
び
か
け
」
大
森
第
四
小
（
一
代
目
）
１
９
７
２
年
３
月　
向
山
実
物
資
料A42-01-01



5

特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.04

　2024.M
AR.

　
｜
　
贈
る
言
葉/

呼
び
か
け
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特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.04

　2024.M
AR.

　
｜
　
贈
る
言
葉/

呼
び
か
け

●
新
牧
賢
三
郎
『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ_

１
９
９
０
年
２
月
号
』（
明
治
図
書
）

●
向
山
洋
一
「
別
離
の
唄
」
大
森
大
四
小
（
一
代
目
）
１
９
７
２
年
３
月
25
日　
向
山
実
物
資
料 A91-03-01
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特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.04

　2024.M
AR.

　
｜
　
贈
る
言
葉/

呼
び
か
け

●
「
卒
業
ア
ル
バ
ム
文
集
」
大
森
第
四
小
（
一
代
目
）
１
９
７
２
年
３
月　
向
山
実
物
資
料 P01-03-01



10

●
「
卒
業
ア
ル
バ
ム
文
集
」
大
森
第
四
小
（
一
代
目
）
１
９
７
２
年
３
月　
向
山
実
物
資
料 P01-03-01
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特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.04

　2024.M
AR.

　
｜
　
贈
る
言
葉/

呼
び
か
け
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●
「
卒
業
式
呼
び
か
け
」
大
森
第
四
小
（
二
代
目
）
１
９
７
５
年
３
月　
向
山
実
物
資
料A42-41-01
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特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.04

　2024.M
AR.

　
｜
　
贈
る
言
葉/

呼
び
か
け
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●
「
卒
業
文
集
」
大
森
大
四
小
（
二
代
目
）
１
９
７
５
年
３
月　
向
山
実
物
資
料 A104-01-01
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特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.04

　2024.M
AR.

　
｜
　
贈
る
言
葉/

呼
び
か
け
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●
「
卒
業
文
集
」
調
布
大
塚
小
（
三
代
目
）
１
９
７
７
年
３
月　
向
山
実
物
資
料 A91-12-01
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特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
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　2024.M
AR.

　
｜
　
贈
る
言
葉/

呼
び
か
け
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●
向
山
洋
一
「
学
級
通
信
エ
ト
セ
ト
ラ
第
四
巻
」
調
布
大
塚
小
６
年
２
組
（
三
代
目
）
１
９
７
７
年
３
月　
向
山
実
物
資
料 A112-16-01
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特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.04

　2024.M
AR.

　
｜
　
贈
る
言
葉/

呼
び
か
け
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●
向
山
洋
一
「
学
級
通
信
エ
ト
セ
ト
ラ
第
四
巻
」
調
布
大
塚
小
６
年
２
組
（
三
代
目
）
１
９
７
７
年
３
月　
向
山
実
物
資
料 A112-16-01
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特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.04

　2024.M
AR.

　
｜
　
贈
る
言
葉/

呼
び
か
け
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●
向
山
洋
一
「
学
級
通
信
ス
ナ
イ
パ
ー
第
七
巻
」
調
布
大
塚
小
６
年
１
組
（
四
代
目
）
１
９
７
９
年
３
月　
向
山
実
物
資
料 A114

②-04-01
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特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.04

　2024.M
AR.

　
｜
　
贈
る
言
葉/

呼
び
か
け
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●
「
卒
業
式
呼
び
か
け
」
池
雪
小 

１
９
９
７
年
３
月　
向
山
実
物
資
料A42-38-01
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特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.04

　2024.M
AR.

　
｜
　
贈
る
言
葉/

呼
び
か
け
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贈
る
言
葉/
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●
「
卒
業
文
集
」
雪
谷
小
（
六
代
目
）
１
９
８
８
年
３
月　
向
山
実
物
資
料 A104-06-01
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特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.04

　2024.M
AR.

　
｜
　
贈
る
言
葉/

呼
び
か
け

●
「
卒
業
文
集
」
多
摩
川
小
（
九
代
目
）
２
０
０
０
年
３
月　
向
山
実
物
資
料 A-104-13-01
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子
ど
も
た
ち
は
三
度
飛
躍
す
る
。

向
山
式
呼
び
か
け
指
導
の
驚
き
ロ
ジ
ッ
ク

手
塚　

美
和

解  

説

４
年
生
の
「
二
分
の
一
成
人
式
」
で
も
指
導
を

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
、
保
護
者
に
力
強
く
言
葉

を
言
う
。
感
極
ま
っ
て
号
泣
す
る
子
も
い
た
。

そ
う
し
た
姿
を
見
て
、
私
は
向
山
氏
の
呼
び
か

け
指
導
を
追
試
で
き
た
こ
と
に
満
足
し
て
い
た
。

二向
山
氏
の
「
呼
び
か
け
メ
モ
」
が
公
開
さ
れ
た
。

と
て
も
シ
ン
プ
ル

で
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
「
○
」
か
「
早
」
だ
。

こ
の
印
か
ら
、
指
導
の
観
点
は
次
の
２
つ
で
あ
っ

た
と
推
測
で
き
る
。

①
し
っ
か
り
と
言
う
こ
と

②
前
の
人
の
声
が
、
体
育
館
の
は
じ
ま
で

声
が
届
い
た
と
思
っ
た
ら
声
を
出
す
こ
と

私
は
、自
分
が
書
い
た
メ
モ
と
比
べ
て
み
た
。「
二

分
の
一
成
人
式
」
の
と
き
の
も
の
だ
。

評
価
の
観
点
は
、「
大
き
さ
」と「
早
さ
」で
あ
る
。

あ
ら
か
じ
め
、「
大
き
さ
」「
早
い
」
と
書
い
て
お
き
、

一向
山
洋
一
氏
の
呼
び
か
け
指
導
を
体
験
し
た
の
は

「
向
山
洋
一
教
え
方
教
室
」
だ
っ
た
。

参
加
者
が
呼
び
か
け
の
言
葉
を
言
う
。
向
山
氏

が
次
々
と
評
定
し
て
い
く
。
向
山
氏
の
凛
と
し
た

口
調
を
今
も
覚
え
て
い
る
。

私
は
、
そ
の
日
の
資
料
の
上
部
に
、
大
き
く
メ

モ
を
書
い
た
。

呼
び
か
け
の
指
導
は
、
一
人
ひ
と
り
に
言
う

私
は
、
６
年
生
の
「
学
年
全
体
」
へ
の
呼
び
か

け
指
導
を
し
た
経
験
が
な
い
。
学
級
や
６
年
以
外

で
は
何
度
か
指
導
し
た
。
卒
業
式
で
の
５
年
生
の

呼
び
か
け
。「
送
る
会
」で
の
他
学
年
の
呼
び
か
け
。

そ
れ
ら
の
指
導
で
向
山
氏
の
追
試
を
す
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
ぐ
ん
ぐ
ん
変
わ
っ
た
。
会
場
い
っ
ぱ

い
に
声
が
響
く
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
下
に
◎
・
○
・
△
・
レ
を
つ
け
て
い
た
。「
大

き
さ
」
は
全
員
の
子
に
つ
け
て
い
る
。「
早
さ
」
で

評
価
し
た
の
は
数
名
だ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
向
山
氏
の
メ
モ
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

①	

◎

②	

◎
ゆ
っ
く
り
と

③	

早
×

④	

早

⑤	

少
早

⑥	

△

⑦	

バ
ラ

⑧	

早
／
早

⑨	

早
１

⑩	

リ
ズ
ム

「
早
さ
」
の
評
価
は
、
全
体
の
62
％
で
あ
る
。
向

山
氏
は
、
単
に
し
っ
か
り
と
言
う
こ
と
だ
け
を
大

切
に
し
た
の
で
は
な
い
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ス
ピ
ー

ド
感
か
ら
生
ま
れ
る
感
動
こ
そ
を
大
切
に
し
て
い

た
の
だ
。

向
山
氏
の
こ
の
メ
モ
は
、１
回
目
の
評
価
で
あ
る
。

２
回
目
は
、
も
っ
と
多
く
の
児
童
が
合
格
し
た
は
ず
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た
び
に
◎
が
増
え
て
い
く
。
４
回
目
に
は
、
ほ
ぼ

全
員
を
褒
め
て
い
た
。
褒
め
て
は
い
る
も
の
の
、
向

山
氏
の
ロ
ジ
ッ
ク
と
は
ま
る
で
違
う
。

私
は
、
褒
め
る
子
を
徐
々
に
増
や
し
て
い
た
。

し
か
も
、
４
回
目
ま
で
１
回
目
と
同
じ
観
点
で
繰

り
返
し
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
今
を
超
え
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
生
ま
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
向
山
氏
の
指
導
は
、
１
回
が
わ
ず
か

３
分
。
３
分
で
、
ほ
と
ん
ど
の
子
が
素
晴
ら
し
い

レ
ベ
ル
に
達
し
て
し
ま
っ
た
。

２
回
目
の
評
定
で
褒
め
ら
れ
な
か
っ
た
子
た
ち

が
少
し
い
た
。
向
山
氏
は
、
２
回
目
の
評
定
で
、

そ
の
わ
ず
か
な
子
た
ち
に
火
を
つ
け
た
。
彼
ら
は
、

そ
こ
か
ら
必
死
に
練
習
を
し
た
。

三そ
し
て
、
３
回
目
の
指
導
。

向
山
氏
は
３
回
目
の
指
導
の
前
に
「
語
り
」
を

入
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
、
最
後
の
授
業
で
す
。

よ
び
か
け
の
練
習
が
最
後
の
授
業
な
の
で

す
。
だ
か
ら
、
今
ま
で
の
学
芸
会
や
音
楽

だ
。２
回
目
以
降
、子
ど
も
た
ち
は
激
変
し
て
い
く
。

新
宝
島
メ
ル
マ
ガ
「
卒
業
式
呼
び
か
け
」
で
、

谷
和
樹
氏
が
「
一
流
の
プ
ロ
と
素
人
の
差
」
に
つ
い

て
分
析
し
て
い
る
。

向
山
の
文
章
を
き
ち
ん
と
読
ん
で
い
な
い

と
、
多
く
の
人
が
、
１
回
目
と
同
じ
よ
う

な
方
法
で
評
定
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

私
も
そ
う
で
し
た
。

向
山
の
２
回
目
の
評
定
は
、
１
回
目
と
全

く
違
い
ま
す
。

ロ
ジ
ッ
ク
が
完
全
に
違
い
ま
す
。

私
も
セ
ミ
ナ
ー
で
向
山
氏
の
指
導
を
う
け
、『
授

業
の
腕
を
上
げ
る
法
則
』を
何
回
も
読
ん
で
い
た
。

そ
れ
な
の
に
、「
呼
び
か
け
指
導
の
ロ
ジ
ッ
ク
」
を

認
識
し
て
い
な
か
っ
た
。

向
山
氏
は
２
回
目
、

ほ
と
ん
ど
の
子
を
褒
め
た

の
で
あ
る
。

改
め
て
、
自
分
の
メ
モ
を
見
た
。

ペ
ン
の
色
は
、
４
種
類
あ
っ
た
。
色
を
重
ね
る

会
と
、
く
ら
べ
も
の
に
な
ら
な
い
も
の
に
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
も
良
い
の
で
す
。
だ
け
ど
、
も

う
一
歩
、
や
っ
て
み
た
い
も
の
で
す
。

３
回
目
も
ロ
ジ
ッ
ク
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
っ
て
い

る
。
３
回
目
か
ら
は
「
教
師
が
指
導
す
る
」
と
い

う
ロ
ジ
ッ
ク
で
は
な
い
。

引
き
出
す
指
導

子
ど
も
た
ち
自
身
の
創
造
力
に
ま
か
せ
る
の
だ
。

全
員
に
聞
き
ま
す
。
こ
の
線
で
い
く
か
、
も

う
一
歩
や
る
か
選
び
な
さ
い
。

こ
の
ま
ま
で
良
い
人
。

も
う
一
歩
や
り
た
い
と
い
う
人
。

こ
う
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、
ま
た
飛
躍
す
る

の
で
あ
る
。

向
山
氏
が
子
ど
も
た
ち
に
贈
る
言
葉
『
人
間
の

心
を
信
じ
る
そ
の
一
点
に
全
て
を
か
け
』
と
述
べ
た

言
葉
の
重
み
。
そ
れ
を
、
改
め
て
感
じ
た
呼
び
か

け
指
導
で
あ
っ
た
。
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 谷和樹の教育新宝島
 https://shintakarajima.jp

 向山洋一公式ウェブサイト
h https://mukoyamayoichi.com
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特典映像

https://vimeo.com/914946325/efb65ec1a6

特典音声

https://vimeo.com/914971404/35e1aeb09b

3月特典 No.04｜ 2024年３月

向山洋一 教育資料


